










まとめ 

先天異常を有する児の身体発育状況について正常群と比較した結果,つぎのことが観察さ

れた。 

ⅰ)先天異常群の発育状況は生下時より1歳時までは若干劣る傾向はみられたが,3歳以降,

正常群との差は消失した。 

ⅱ)奇形メジャーの各大分類群の発育状況は心血管系,消化器系の奇形について正常より若

干劣る傾向がみられた。 

ⅲ)疾患別に発育状況を観察した場合は,心血管系奇形,「口蓋裂など」,消化管の奇形に発

育の劣る傾向がみられたが,停留睾丸,内反足,血管腫,先天性股関節脱臼でむしろ正常を上

回るケースも観察された。 

ⅳ)脳性麻痺,ダウン症の例数が少ないが,総じてかなりの発育遅れがみられた。 


